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ウェアネスの有無を操作する実験心理学的アプローチが有効であると考えた。 Koch (2004) や Frith ，
Perry and Lumer (1999) は、意識の解明にはアウェアネスと脳内での電気化学的な相互作用との聞に
はどのような関係が成り立っているか、すなわちアウェアネスと相関する最小単位のニューロン活動













ゲットが消失するとも考えられていた (Hsu， Yeh, & Kramer, 2004; Hsu, Yeh, & Kramer, 2006) 。しか
しながら、ターゲットがゆっくりと運動したりする場合でもターゲットは消失するため (Bonneh et al., 
2001; Mitoroff & Scholl; New & Scholl, 2008) 、ターゲットのエッジが順応することで運動誘発盲が生じ
ているとは考えにくい。一般的に順応が生じるためには、持続した刺激入力が同じエッジ検出器に入り
続け、ターゲットのエッジを検出しているニューロンの応答性が下がることが肝要で、あると言われる










変容することが報告されてきている (van Ee, van Boxtel. Parker & Alais, 2009) 。したがって、視覚モ
ダリティを中心としながら、聴覚モダリティとの相互作用という観点から視覚的アウェアネスについて
考察を行う重要性を指摘した。




体(まとまり)として意識される。このような機能は知覚的群化 (perceptual grouping) と呼ばれ、特





のの、近年、反応時間を指標として知覚的群化の効果は定量的に検討されるようになった (e.g. ， Elder 
































作用の強度がターゲット聞の距離に応じて変容することが明らかになり (Shibata， Kawachi & Gyoba, 
2010) 、視覚系は、近接、閉合、類同の群化手がかりを交互作用させることで視覚情報の断片を体制化し、
一つの物体としての視覚的アウェアネスを生起させていることが示された。


























アスを実a験参加者が持っていたり (Van der Burg et al., 2008) 、聴覚刺激の呈示が眼球運動を生起させ


















的アウェアネスの消失メカニズムについて盛んに議論してきたもの (Bonne et a1., 2001; Carter & 
Pettigrew, 2003; Hsu et al., 2004) 、消失からの回復メカニズムに焦点をあてた研究は少ない。数少ない
研究の中で、 Kawabe， Yamada and Miura (2007) は、運動誘発盲によるターゲットの消失直後にター
ゲットの近傍に新たな視覚刺激を瞬間的に呈示すると、消失した視覚的アウェアネスが回復することを
示している。研究 2 で得られた結果は、このような回復効果が視覚モダリティに限った現象ではなく視




ネスを定義し、知覚的群化手がかりの相互作用(第 l 章)、及び視聴覚モダリテイ聞の相互作用(第 2
章)が視覚的アウェアネスに及ぼす影響を実験心理学的に検討した。ここでは視覚的アウェアネスの生
起と回復について、研究 l 及び 2 で得られた知見から考察する。
第 2 章では、我々は膨大な視覚入力から他と区別され、物体としてのまとまりに関する視覚的アウェ
アネスをどのようにして生起するのかについて、運動誘発盲におけるターゲットの消失モードを指標と
して検討してきた。研究 1 の実験 l から 4 の結果は、個々の知覚的群化の手がかりに依拠して物体の視
覚的アウェアネスが生起するのではなく、種々の群化手がかりを視覚刺激聞の空間的な距離に応じて重
み付けし、視野内のカオス的な視覚情報を適切かっ秩序立てて表象することで、物体に固有の視覚的ア















しているかについて考察した。 Bonneh et aL (2001)は、運動誘発盲における視覚的アウェアネスの消
失が、頭頂における脳損傷のために注意機能に障害がある半側空間無視の臨床例と類似していることに
言及している。さらに最近の研究では、注意そのものを操作することで、ターゲットへの注意が運動誘
発盲におけるターゲットの消失時間に影響することが報告されている (Schölvinck & Rees, 2009) 。こ
れらの知見は、運動誘発盲におけるターゲットの消失には注意がかかわっていることを示唆する。
先行研究によると、視覚的注意は、空間に向けられるもの、特徴に向けられるもの、物体に向けられ




Snyder, & Davidson, 1980) 。もしこのようなタイプの視覚的注意が関与している場合、運動誘発盲にお
けるターゲットの消失モードはターゲット聞の距離にのみ依存して決定されるはずである。一方で、特
徴に向けられる注意が関与している場合、空間領域というよりは、色、運動、方位や形といった特徴に




















であると想定される。突然の変化は、自動的に視覚的注意をひきつけることが知られており (Yantis & 
J onides , 1990) 、従来の異種感覚統合に関する研究では、聴覚情報が実験参加者の視覚的注意をひきつ
けることも知られている (Driver & Spence, 1998) 。これらの知見から、視覚的アウェアネスが消失し
た対象の周辺に突然の変化が生じると、注意が再びターゲットに割り当てられることで、対象の視覚的













& Koch; 2005) 。研究 l より、視覚的アウェアネスの消失には物体へ向けられるタイプの視覚的注意が


































に関与する下丘 (Inferior calculus) における脳活動が生起することが報告されている (Shergil l，
Brammer, Williams, Murray & McGuire, 2000) 。さらに、統合失調患者における運動誘発盲を調べた研

















の生起に影響することが示された。具体的には、視覚刺激間の距離が視角0.4 deg から 0.8 deg の範囲で
は閉合の要因が、視角0.6 deg から 0.8 deg の範囲では類同の要因が視覚的アウェアネスの生起に効力を
もつことが見出された。これらの結果から、個々の知覚的群化要因が独立に視覚的アウェアネスの生起
に影響するのではなく、種々の要因が視覚刺激聞の空間的距離に応じて重み付けがなされ、相互作用す
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ることで、対象の視覚的アウェアネスが生み出されていることが明らかとなった。
研究 2 では、運動誘発盲によっていったん消失した視覚的アウェアネスが回復する過程について視聴
覚モダリティ間相互作用の観点から詳細な検討研究を行った。その結果、運動誘発盲による消失が起
こったのちに短時間呈示される聴覚刺激の空間的位置が視覚刺激と一致している場合に、アウェアネス
の回復がすみやかになされることが示された。また、聴覚刺激呈示による視覚的アウェアネスの回復に
かかる潜時を測定したところ、聴覚刺激の呈示後、約400 ms たって回復しはじめることが明らかにさ
れた。さらに、聴覚刺激の顕著性をその強度(音圧)を変化させることによって操作すると、聴覚刺激
の音圧に依存して回復効果が強くなる傾向が示された。一般的な異種感覚間相互作用の時間範囲は
400ms よりも短いということと、顕著性の高い刺激の出現が注意をリセットしやすいことなどから、視
覚刺激が見えなくなっても、同一の空間位置において刺激に対する神経活動が保持されており、それに
対してボトムアップ的な注意の再割り当てが生じることにより、視覚的アウェアネスの回復がもたらさ
れると想定された。
これまで、群化要因や他刺激提示が視覚的アウェアネスの生起と回復に影響を及ぼすことは現象的に
は報告されていたが、以上の知見によってはじめてそれらのプロセスの空間的・時間的特性が定量的に
明らかにされた。したがって、本研究は、外界を視覚的にモニターし、対象の気づきをもたらすプロセ
スと機構に関する新たな心理・脳科学的知見をもたらし、この分野の研究の発展に大きく貢献すると考
えられる。よって、本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認
められる。
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